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「
種
苗
最
前
線
」

実
用
化
の
域
に
達
し
な
が
ら

も
、
現
場
の
実
施
例
は
、
全

国
で
、
試
験
・
小
規
模
試
作

を
含
め
て
も
僅
か
１
段
が
１

２
例
、
３
段
が
33
例
（
施
設

園
協
Ｓ
Ｈ
Ｐ
部
会
Ｈ
24
調

べ
）
に
過
ぎ
ず
、
残
念
な
こ

と
に
生
産
農
家
へ
の
導
入
が

極
め
て
少
数
な
こ
と
で
あ

る
。
往
時
と
ち
が
い
公
立
の

研
究
機
関
が
新
施
設
を
伴
う

試
験
に
、
予
算
・
人
員
不
足

で
対
応
で
き
な
い
、
指
導
・

奨
励
が
同
様
な
事
情
で
か
つ

て
の
よ
う
に
行
い
に
く
い
、

な
ど
の
事
情
が
あ
る
の
は
い

か
ん
と
も
し
が
た
い
が
、
全

野
研
の
若
き
後
継
者
が
こ
れ

ら
の
新
技
術
の
現
場
対
応
に

積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
が

低
下
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
最
近
の
、

イ
チ
ゴ
生
産
を
革
新
す
る
新

技
術
に
、
種
子
生
産
型
品
種

を
用
い
る
計
画
的
、
効
率
的

無
病
種
苗
の
大
量
供
給
に
よ

る
大
規
模
生
産
技
術
が
あ

る
。
こ
の
方
は
大
学
・
公
立

研
究
機
関
に
よ
り
最
近
実
用

化
の
見
通
し
が
立
っ
た
も
の

で
あ
り
、
先
般
開
か
れ
た
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア

で
技
術
展
示
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
急
に
注
目
度
を
高
め
て

い
る
。
イ
チ
ゴ
は
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
と
と
も
に
施
設
園

芸
の
主
要
品
目
で
あ
る
の
で
、

同
様
な
事
情
に
お
か
れ
る
こ

と
を
危
惧
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
２
件
は
日
本
発
の
国

際
的
に
も
卓
越
し
た
新
技
術

で
あ
る
の
で
、
一
層
認
識
を

高
め
、
本
会
を
は
じ
め
と
す

る
研
究
熱
心
な
若
き
次
世
代

の
担
い
手
が
、
積
極
的
に
、

果
敢
に
取
り
組
ま
れ
、
普
及

の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　
（
板
木
技
術
士
事
務
所

板
木
利
隆
）

　

全
野
研
の
か
つ
て
の
活
動

で
記
憶
に
残
る
も
の
の
一
つ

に
、
施
設
園
芸
の
新
技
術
が

生
ま
れ
た
場
合
、
先
進
会
員

が
い
ち
早
く
そ
れ
を
現
場
に

取
り
入
れ
て
、
リ
ス
ク
を
か

え
り
み
ず
実
用
化
を
検
討

し
、
よ
い
評
価
が
得
ら
れ
た

な
ら
、
数
人
が
、
さ
ら
に
地

域
に
範
囲
を
広
げ
、
よ
り
多

く
の
人
が
そ
れ
を
検
証
し
、

研
究
会
や
見
学
会
を
開
き
、

オ
ー
プ
ン
に
情
報
提
供
し
、

あ
る
い
は
後
進
の
若
者
を
研

修
に
受
け
入
れ
る
、
と
い
っ

た
具
合
に
、
ど
ん
ど
ん
普
及

の
輪
を
広
げ
、
そ
の
技
術
を

広
め
て
い
っ
た
実
績
が
あ
る
。

　

近
年
そ
の
よ
う
な
こ
と
で

特
筆
で
き
る
事
例
が
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て

仕
方
が
な
い
。
そ
れ
は
施
設

園
芸
技
術
の
成
熟
度
が
高
ま

り
、
あ
る
い
は
情
報
媒
体
を

通
じ
て
の
伝
達
が
盛
ん
に
な

り
、
他
面
に
お
い
て
は
個
人

の
技
術
情
報
が
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
で
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
な
ど
の
現
代
事
情
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

野
菜
生
産
の
場
合
、
現
場
の

技
術
は
、
実
際
に
生
産
に
携

わ
っ
て
い
る
栽
培
者
が
組
み

立
て
て
は
じ
め
て
本
物
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
軽
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
大

き
な
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

現
時
点
で
、
具
体
的
に
新

技
術
の
事
例
を
提
示
す
る
な

ら
、
一
つ
に
ト
マ
ト
の
低
段

密
植
栽
培
が
あ
る
。
多
数
の

研
究
成
果
の
上
に
立
っ
て
、

難
点
で
あ
っ
た
多
数
苗
の
確

保
に
人
工
光
閉
鎖
型
苗
生
産

シ
ス
テ
ム
を
活
用
、
養
液
栽

培
装
置
の
簡
易
化
、
誘
引
法

の
改
善
、
年
４
回
の
多
回
作

に
よ
る
栽
培
管
理
技
術
の
習

得
の
容
易
さ
な
ど
が
明
示
さ

れ
、
再
三
展
示
も
行
わ
れ
、

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
く
。

　

さ
ら
に
、
栃
木
県
の
ト
マ

ト
生
産
者
、
埼
玉
県
、
神
奈

川
県
の
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
者

か
ら
の
事
例
発
表
、
神
奈
川

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
普
及

指
導
部
藤
代
岳
雄
野
菜
課

長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

「
高
品
質
・
高
収
益
経
営
を

目
指
し
て
」
と
題
す
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
る
。

　

２
日
目
は
、
全
農
営
農
技

術
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
、

全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
神
奈
川

セ
ン
タ
ー
の
施
設
紹
介
を
行

う
予
定
に
し
て
い
る
。

　
（
大
会
日
程
は
２
面
に
掲

載
）

一
段
上
の
経
営
と
最
先
端
技

術
を
研
鑚
す
る
も
の
で
、
今

回
は
特
別
企
画
と
し
て
「
種

苗
」
を
取
り
上
げ
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
の
種
苗
会
社
９
社

（
ト
マ
ト
＝
朝
日
工
業
、
カ

ネ
コ
種
苗
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
、

タ
キ
イ
種
苗
、
み
か
ど
協
和
、

Ｊ
Ａ
全
農
。
キ
ュ
ウ
リ
＝
久

留
米
原
種
育
成
会
、
埼
玉
原

種
育
成
会
、
と
き
わ
研
究
場
）

か
ら
、
一
押
し
の
種
苗
を
報

告
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
最
近
、
農
業
部
門

に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が

普
及
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ネ
ポ
ン
㈱
の
担
当
者

か
ら
、
ハ
ウ
ス
警
報
モ
ニ
タ

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
（
全
野
研
、
八
幡
昭
雄
会

長
）
は
第
３
回
ト
マ
ト
・
キ

ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
in
湘
南

（
実
行
委
員
長

＝
渋
谷
忠
宏
全

野
研
副
会
長
）

を
来
年
（
平
成

25
年
）
２
月
４

㈪
・
５
㈫
日
、

神
奈
川
県
平
塚

市
「
平
塚
プ
レ

ジ
ー
ル
」
で
開

催
す
る
。

　

同
サ
ミ
ッ

ト
は
、
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ

の
生
産
者
・
経

営
者
が
一
堂
に

会
し
、
さ
ら
に

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
ほ
ど
、
大
山
寛
さ
ん
の

後
を
引
き
継
い
で
、
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト
の

実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
渋
谷
忠
宏
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

第
１
回
、
第
２
回
と
実

行
委
員
の
一
員
と
し
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
間
の
サ
ミ
ッ
ト

の
内
容
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

最
新
技
術
の
紹
介
、
経
営

事
例
発
表
、
植
物
工
場
の

視
察
な
ど
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
全
国
か
ら
、
多

く
の
生
産
者
・
指
導
員
の
皆

様
方
の
参
加
を
頂
き
と
て
も

盛
況
で
し
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
最
新
農
業
技
術
に
対

し
て
の
関
心
の
強
さ
が
、
こ

う
も
あ
る
も
の
か
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
水
耕
の
ト
マ

ト
栽
培
で
は
、
50
㌧
／
10
㌃

を
目
標
に
し
て
い
る
研
究
機

関
が
多
い
中
、
平
成
23
年
度

の
土
耕
栽
培
で
35
㌧
／
10
㌃

の
収
穫
量
を
達
成
し
た
と
い

う
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
施

設
で
の
野
菜
生
産
は
、
徐
々

に
植
物
工
場
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
良
い
と
わ
か
っ
て
い

て
も
、
立
地
条
件
や
投
資
し

て
も
回
収
で
き
る
か
？  

投

資
額
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
？  

な
ど
の
経
済
的
な
面
で
導
入

を
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
人

も
多
い
は
ず
で
す
。

　

第
３
回
目
と
な
る
今
回
の

サ
ミ
ッ
ト
は
、
明
年
２
月

４
・
５
日
と
２
日
間
に
わ
た

り
神
奈
川
県
平
塚
市
で
開
催

致
し
ま
す
。

　

第
１
日
目
は
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
の
各
種
苗
会
社
の

一
押
し
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ

の
品
種
に
つ
い
て
深
く
勉

強
し
ま
す
。
品
種
の
育
成
に

関
し
ま
し
て
は
、
各
種
苗
会

社
が
大
変
し
の
ぎ
を
削
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、〝
日
本
の

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
は
わ
が

社
の
こ
の
品
種
に
任
せ
ろ
〞、

〝
来
年
の
品
種
は
こ
れ
で
決

ま
り
だ
〞
と
い
う
気
構
え
で

紹
介
・
説
明
し
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
だ
け
で
は
ピ

ン
と
こ
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
試

食
会
も
開
催
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

２
日
目
は
、
サ
ミ
ッ
ト
会

場
の
あ
る
平
塚
市
に
あ
る
Ｊ

Ａ
全
農
営
農
・
技
術
セ
ン
タ

ー
の
視
察
を
行
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
の
植
物
工
場
で

は
、
水
耕
に
よ
る
低
段
密
植

栽
培
で
50
㌧
／
10
㌃
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
根

の
一
部
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
を
設
置
し
、
そ
の
電
力
で

天
窓
を
開
閉
し
換
気
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
他

に
も
見
ど
こ
ろ
が
沢

山
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト

に
も
是
非
大
勢
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
、

病
気
に
強
く
、
品
質

が
良
く
、
収
量
の
多

い
品
種
を
探
っ
て
貰

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
経
営
に
活

か
し
、
増
収
・
増
益
を
実
現

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

　

ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ

ッ
ト
の
会
場
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

新
技
術
普
及
の
輪
を
広
げ
よ
う
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第3回

「
種
苗
最
前
線
」

神
奈
川
県
平
塚
市
で
開
催

来
年
２
月
４
・
５
日

第
3
回
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
あ
た
り

実
行
委
員
長
　
渋
谷
　
忠
宏
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平
成
24
年
秋
の
褒
章
受
章

者
が
発
表
に
な
り
、
大
山
寛

副
会
長
が
黄
綬
褒
章
を
受
章

し
た
。
伝
達
式
は
11
月
13
日
、

東
京
・
霞
ヶ
関
の
農
水
省
講

堂
で
行
わ
れ
た
。

　
【
受
章
の
喜
び
】
秋
の
褒

章
に
際
し
、
図
ら
ず
も
黄
綬

褒
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ

と
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
指

導
や
、
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、

身
に
余
る
光
栄
と
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
就
農
以
来

40
年
余
り
ト
マ
ト
栽
培
に
勤

し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
幾
多
の
課
題
や
困
難

に
遭
遇
し
ま
し
た
。
特
に
ト

マ
ト
高
軒
高
ハ
ウ
ス
に
よ
る

長
期
多
段
ど
り
栽
培
を
開
発

す
る
に
あ
た
り
、
試
験
機
関

や
普
及
員
、
施
設
設
計
な
ど
、

多
く
の
指
導
者
や
諸
先
輩
、

そ
し
て
仲
間
達
と
多
く
の
議

論
や
研
究
を
し
た
こ
と
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
多
く
の
人
達

に
支
え
ら

れ
、
励
ま
し

や
ご
指
導

ご
支
援
の
お

か
げ
と
心
よ

り
感
謝
を
い

た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し

て
、
身
近
で

支
え
て
く
れ

た
家
族
や
従

業
員
の
皆
様

に
も
御
礼
と
感
謝
を
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
受
章
を
励

み
に
、
青
年
農
業
者
等
が
目

標
を
持
ち
夢
に
向
か
っ
て
邁

進
で
き
ま
す
よ
う
一
層
精
進

し
、
農
業
界
の
発
展
の
た
め

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
芳
情
に
報
い
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う

か
従
前
に
ま
し
て
の
ご
厚
誼

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

大
山　

寛

 2月4日㈪ 

　10：00 開場、機器資材展見学

　11：30 受付開始

　12：30～12：45 開　会　主催者挨拶
 　　　　来賓挨拶：農林水産省、神奈川県

　12：45～15：00 【特別企画】
 「種苗最前線」―わが社はこの種苗で―

 （トマト）
 　　朝日工業㈱、カネコ種苗㈱、㈱サカタのタネ、
 　　タキイ種苗㈱、みかど協和㈱、JA全農
 （キュウリ）
 　　㈱久留米原種育成会、㈱埼玉原種育成会、㈱ときわ研究場

　15：00～15：30 ハウス警報モニタリングサービス（インターネットによるITサービス）
 ネポン㈱　営業本部情報通信グループ担当部長　太場 次一 氏

　15：30～16：00 展示見学・休憩

　16：00～18：00 【事例発表・パネルディスカッション】
 「高品質・高収益経営を目指して」
  事例発表者 トマト生産者　栃木県　JAかみつがトマト青年部
  キュウリ生産者　埼玉県北葛飾郡杉戸町　田口 俊次 氏
 キュウリ生産者　神奈川県平塚市　深田 和夫 氏
  助　言　者 MKVドリーム㈱　技術顧問　稲山 光男 氏
 板木技術士事務所　所長　板木 利隆 氏
  コーディネーター 神奈川県農業技術センター普及指導部野菜課長　藤代 岳雄 氏

　18：00 閉　会

　18：10～20：00 交流・懇親会

 2月5日㈫ 

　 9：00～11：00 全農営農技術センター施設見学、

 全農青果センター神奈川センター施設紹介

　11：30 解　散（平塚駅）

第3回 トマト・キュウリサミット
in  湘  南 　日  程

来年の全野研全国大会は、
茨城県水戸市で
7月29日・30日に

大
山
全
野
研
副
会
長
が

黄
綬
褒
章
を
受
章

実行委員長：渋谷　忠宏（全野研副会長）
副 委 員 長：金井　和夫（全野研青年部会長）
委　　　員：成田　稔雄（新潟県）
　　　　　　吉久保憲章（茨城県）
　　　　　　嶺岸　雄二（宮城県）

委　　　員：長嶋　智久（栃木県）
　　　　　　神保謙太郎（栃木県）
　　　　　　加藤　　浩（埼玉県）
　　　　　　角田　敬一（神奈川県）
　　　　　　西山　賢一（神奈川県）

第3回 トマト・キュウリサミット実行委員メンバー

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究
会
（
全
野
研
）
第

58
回
全
国
大
会
茨
城
大
会
は
、
来
年
７
月
29
日
・

30
日
の
両
日
、
茨
城
県
水
戸
市
「
水
戸
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）
は
「
未
来
に
つ
な

ぐ
魅
力
あ
る
野
菜
園
芸
を
め
ざ
し
て
〜
若
い
農

業
者
を
育
て
る
た
め
に
〜
」。

　

１
日
目
の
29
日
は
、
特
別
講
演
、
懇
親
会
、

２
日
目
の
30
日
は
、

分
科
会
、
座
談
会

が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
詳
細
は
来
春
、

茨
城
県
施
設
園
芸

研
究
会
か
ら
発
表

さ
れ
る
。
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社
・
団
体
が
出
展
、全
野
研
も
協
賛

　

全
国
野
菜
園
芸
技
術
研
究

会
（
全
野
研
、
八
幡
昭
雄
会

長
）
は
７
月
24
日
、
千
葉
県

浦
安
市
舞
浜
の
ホ
テ
ル
で
全

国
大
会
を
開
催
し
た
。
今
回

で
五
七
回
目
。
今
年
の
大
会

の
テ
ー
マ
は
「
産
地
か
ら
安

全
・
安
心
野
菜
を
全
国
に
!!

が
ん
ば
ろ
う
日
本
の
野
菜
」。

大
会
に
は
全
国
か
ら
３
５
０

名
の
生
産
者
が
参
加
し
た
。

　

農
林
水
産
省
大
橋
聡
氏
か

ら
「
六
次
産
業
化
の
推
進
」

の
説
明
、
産
直
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
勝
本
吉
伸
氏
（
写
真
下
）

の
「
農
産
物
直
売
所
〜
生
産

者
の
実
践
と
心
得
」、
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
清
水
良
高

氏
の
「
農
産
物
直
売
所
に
関

す
る
消
費
者
の
意
識
調
査
結

果
」
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

生
産
者
の
事
例
報
告
で

は
、
千
葉
県
八
千
代
市
の

（
農
）
ク
ラ
フ
ト
（
農
家
組

合
員
１
０
５
名
、
パ
ー
ト
35

名
で
八
千
代
市
内
産
の
農
産

物
・
特
産
物
と
そ
の
加
工
品

を
販
売
）
の
吉
岡
一
男
さ
ん
、

茨
城
県
結
城
市
の
岩
崎
勤
さ

ん
（
施
設
野
菜
と
露
地
野
菜

を
家
族
４
人
、
パ
ー

ト
３
人
）、
埼
玉
県
北

本
市
の
加
藤
浩
さ
ん

（
施
設
ト
マ
ト
、
露

地
野
菜
、
水
稲
を
家

族
４
人
、
パ
ー
ト
５

名
）、
神
奈
川
県
藤
沢

市
の
井
上
和
弘
さ
ん

（
施
設
野
菜
、
露
地
野

菜
、
軟
弱
野
菜
約
30

種
類
を
栽
培
。
２
つ

の
直
売
所
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
農
産
物
直
売

所
で
の
体
験
を
報
告

し
た
後
、
前
出
の
勝

本
氏
と
清
水
氏
、
千

葉
県
農
林
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
栗
原
大
二

氏
を
加
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
た
。

　

勝
本
氏
は
直
売
所

で
の
販
売
に
つ
い
て
、

「
自
己
の
責
任
に
お
い

て
鮮
度
と
品
質
を
管

理
し
な
が
ら
、
買
い

た
く
な
る
よ
う
な
農
産
物
、

買
っ
て
満
足
す
る
農
産
物
を

適
切
な
価
格
で
消
費
者
に
提

供
す
る
」
責
任
が
大
切
だ
と

し
て
①
栽
培
力
、
②
選
別
力
、

③
Ｐ
Ｒ
力
が
大
事
だ
と
訴
え

た
。

　

清
水
氏
は
約
６
割
の
消
費

者
は
農
産
物
直
売
所
の
利
用

経
験
が
あ
る
こ
と
、
男
性
よ

り
女
性
、
若
年
層
よ
り
高
齢

層
の
利
用
が
多
く
、
直
売
所

の
魅
力
は
「
新
鮮
」「
低
価

格
」「
地
元
産
」
で
あ
る
こ

と
「
課
題
は
ス
ー
パ
ー
等
の

量
販
店
と
の
差
別
化
」
と
報

告
し
た
。

　

大
会
で
は
、
功
労
の
あ
っ

た
会
社
・
生
産
者
に
感
謝
状
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
ベ
ル
グ

ア
ー
ス
、
星
義
典
氏
（
宮
城

県
）、
増
渕
芳
治
氏
（
栃
木

県
）、
粕
谷
政
輝
氏
（
茨
城

県
）・
小
松
崎
敬
晴
氏
（
同

上
）、
金
子
一
夫
氏
（
埼
玉

県
）・
加
村
和
夫
氏
（
同
上
）、

相
馬
正
敏
氏
（
神
奈
川
県
）、

谷
江
清
氏
（
新
潟
県
）、
馬

場
秀
正
氏
（
岐
阜
県
）
に
八

幡
会
長
が
賞
状
を
手
渡
し

た
。

　

大
会
別
室
で
は
、
全
野
研

協
賛
会
加
盟
各
社
等
か
ら
の

展
示
が
行
わ
れ
、
参
加
生
産

者
と
商
談
が
展
開
さ
れ
た
。

　

展
示
メ
ー
カ
ー
は
次
の
通

り
。

　

㈱
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
エ
ス  

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
、
㈱
槍
木
産

業
、
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ

ン
㈱
、
朝
日
工
業
㈱
、
エ
ー

ザ
イ
生
科
研
㈱
、
㈱
加
藤
工

業
所
、
み
か
ど
協
和
㈱
、
ベ

ル
グ
ア
ー
ス
㈱
、
埼
玉
農
工

幾
料
販
売
㈱
、
三
井
化
学
ア

グ
ロ
㈱
、
㈱
と
き
わ
研
究
場
、

㈲
木
紅
木
、
㈱
埼
玉
原
種
育

成
会
、
㈱
ア
グ
リ
セ
ク
ト
、

片
倉
チ
ッ
カ
リ
ン
㈱
、
㈱
久

留
米
原
種
育
成
会
、
大
倉
電

機
㈱
、
㈱
ノ
ザ
ワ
、
㈱
フ
ジ

ッ
ク
、
ネ
ポ
ン
㈱
、
デ
ュ
ポ

ン
㈱
、
丸
善
薬
品
産
業
㈱
、

大
木
農
園
㈱
、
農
山
漁
村
文

化
協
会

　

日
本
施
設
園
芸
協
会
（
篠

原
温
会
長
）
は
２
年
に
１
度

開
催
す
る
「
施
設
園
芸
・
植

物
工
場
展
２
０
１
２
・
Ｇ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
」
を
７
月
25
日
か
ら
27

日
の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
、
全
野
研
も

協
賛
し
た
。

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
か
ら
太
陽

光
利
用
型
植
物
工
場
、
さ
ら

に
は
完
全
人
工
光
型
植
物
工

場
ま
で
、
施
設
園
芸
関
連
メ

ー
カ
ー
２
１
９
社
が
出
展
し

た
。
農
水
省
・
経
産
省
・
Ｊ

Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
全
農
・
全
国

農
業
会
議
所
・
全
国
農
業
共

済
協
会
・
農
林
中
金
・
日
本

公
庫
が
後
援
、
３
日
間
で
３

万
８
千
人
の
来
場
者
で
盛
況

だ
っ
た
。

　

開
会
式
で
篠
原
会
長
は
、

「
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
一
般
的
な
展

示
会
と
は
違
い
、
展
示
し
て

商
談
す
る
場
だ
け
で
は
な

い
。
施
設
園
芸
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
人
が
会
話
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
参
加
型
の
展

示
会
で
あ
り
、
日
本
の
施
設

園
芸
の
針
路
を
探
る
場
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
施
設
園
芸

の
将
来
を
見
据
え
て
、
皆
さ

ん
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
し

た
。

　

展
示
場
中
央
に
配
置
さ
れ

た
主
催
者
展
示
・
政
府
告

知
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
収
量
Ｕ

Ｐ
・
所
得
Ｕ
Ｐ
・
も
う
け
る

農
業
の
提
示
を
テ
ー
マ
に
し

た
太
陽
光
利
用
型
植
物
工
場

の
技
術
、
完
全
人
工
光
型
植

物
工
場
モ
デ
ル
、
農
水
省
・

経
産
省
・
復
興
庁
か
ら
の
政

府
告
知
、
日
本
施
設
園
芸
協

会
が
昨
年
行
っ
た
「
東
日
本

大
震
災
の
復
興
対
策
に
係
わ

る
施
設
園
芸
分
野
か
ら
の
提

言
」
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

に
加
え
、
経
営
・
栽
培
・
環

境
技
術
・
作
物
別
生
産
者
・

養
液
栽
培
・
補
助
金
・
融
資

の
各
分
野
の
専
門
家
が
農
家

の
質
問
に
答
え
課
題
解
決
を

図
る
相
談
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
た
。

　

出
展
社
ブ
ー
ス
で
は
、
今

回
は
特
に
、
複
数
の
企
業

等
が
共
同
し
て
出
展
ブ
ー
ス

を
構
え
る
例
が
目
立
ち
、
イ

シ
グ
ロ
農
材
・
Ａ
Ｇ
Ｃ
グ
リ

ー
ン
テ
ッ
ク
・
シ
ー
ア
イ
化

成
・
シ
ー
ア
イ
マ
テ
ッ
ク

ス
・
誠
和
。・
ト
ヨ
ハ
シ
種

苗
・
ネ
ポ
ン
・
み
ら
い
、
の

八
社
が
自
社
ブ
ー
ス
と
別
に

植
物
工
場
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企

業
集
団
「
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ　

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
」
と
し
て
出

展
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
全
農
も

農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
で
協
業
す
る
ネ
ポ
ン
・

Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
境
目
の
な
い
ブ
ー

ス
展
開
を
行
う
な
ど
、
得
意

分
野
を
活
か
し
た
企
業
間
の

連
携
の
進
展
が
伺
わ
れ
た
。

　

全
野
研
も
、「
全
野
研
ニ

ュ
ー
ス
」
で
大
き
く
取
り
上

げ
、
全
野
研
協
賛
会
の
紹
介

の
中
心
と
し
た
ブ
ー
ス
を
出

展
、
25
日
に
は
、
全
野
研
青

年
部
を
中
心
に
全
野
研
の
活

動
紹
介
を
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

たねと農業資材の

みかど協和株式会社
国内営業本部

〒267－0056　千葉市緑区大野台１丁目４番11号
 TEL 043－311－6100　FAX 043－205－5501

バイオテックジャパン株式会社
〒101－0054　東京都千代田区神田錦町3－15
 TEL 03－3219－5351　FAX 03－3219－5680

連作障害・病気・害虫・根の張り・樹勢・味・収量など気になっていること
は何ですか?　カニ殻、活性炭、海藻粉末などに有効微生物を吸着させた土壌
改良資材：アグリPソイルなど目的にあった商品を。

施
設
園
芸
農
家
３
５
０
名
が
集
い

全
野
研
舞
浜
大
会

安
全
・
安
心
野
菜
を
産
地
か
ら
全
国
に
を
テ
ー
マ
に

「
施
設
園
芸
・
植
物
工
場
展
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
」
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社
・
団
体
が
出
展
、全
野
研
も
協
賛
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平成２４年度
病害虫発生予報第９号

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
輝
く
経
営
大
賞
」に

ベ
ル
グ
ア
ー
ス
㈱

民
間
部
門
農
林
水
産
研
究
開
発
功
績
者
に

日
本
ワ
イ
ド
ク
ロ
ス
㈱　

廣
橋
敏
次
氏

夏
秋
早
熟
栽
培
に
向
く
大
玉
ト
マ
ト
の

Ｆ
1
新
品
種
﹁
パ
ル
ト
﹂
を
開
発

サ
カ
タ
の
タ
ネ

お
好
み
の
操
作
方
法
で
ハ
ウ
ス
換
気
を
楽
に

東
都
興
業　

電
動
カ
ン
キ
ッ
ト

業
界
ニ
ュ
ー
ス

平成２４年度
病害虫発生予報第９号

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
平

成
17
年
度
に
創
設
し
た
「
ア

グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
輝
く

経
営
大
賞
」
は
、
地
域
の
農

林
水
産
業
、
食
品
産
業
の
優

れ
た
経
営
を
表
彰
し
、
多
く

の
経
営
の
目
標
と
な
る
姿
を

示
す
と
と
も
に
、
地
域
の
農

林
漁
業
、
食
品
産
業
の
発
展

及
び
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
。
平
成
24
年
度
の
大
賞

（
経
営
部
門
・
西
日
本
エ
リ

ア
）
を
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
㈱
が

受
章
し
た
。

　

受
章
概
要
は
次
の
通
り
。

・
接
ぎ
木
苗
に
よ
る
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
等
の
野
菜

苗
の
生
産
・
販
売
を
行
い
、

国
内
ト
ッ
プ
の
年
２
８
０

０
万
本
を
販
売

・「
閉
鎖
型
育
苗
苗
施
設
」

等
の
新
技
術
を
積
極
的
に

導
入
し
特
色
あ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
を
開
発

・
独
自
の
生
産
管
理
シ
ス
テ

ム
、
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
先
進
的
な
農
業

経
営
管
理
体
制
を
確
立

・
本
社
等
の
直
営
農
場
に
よ

る
一
次
育
苗
及
び
二
次
育

苗
と
、
全
国
20
か
所
の
委

託
・
提
携
農
場
等
に
よ
る

二
次
育
苗
と
い
う
分
業
体

制
を
確
立
し
、
農
業
法
人

と
し
て
全
国
へ
の
営
業
展

開
を
実
現

・
平
成
23
年
11
月
に
愛
媛
県

内
の
農
業
法
人
と
し
て
初

め
て
、
大
阪
証
券
取
引
所

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
市
場
へ
株

式
上
場

こ
と
が
で
き
る
。

○
単
相
１
０
０
Ｖ
、
２
０
０

Ｖ
形
式
。

○
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
や
リ

モ
コ
ン
を
使
用
す
る
と
、

半
自
動
で
開
閉
で
き
る
。

○
タ
イ
マ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
使

用
す
る
と
、
15
分
刻
み
で

の
開
閉
の
時
間
設
定
が
で

き
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
サ
イ
ド
を
巻
き
上
げ

る
換
気
装
置
で
、
今
回
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
新
発
売
と
な

っ
た
「
カ
ン
キ
ッ
ト
１
０
１
」

は
、
ボ
デ
ィ
が
さ
ら
に
コ
ン

パ
ク
ト
に
軽
量
化
さ
れ
、
作

業
の
効
率
ア
ッ
プ
が
図
れ

る
。
ま
た
、
新
機
構
の
ブ
レ

ー
キ
が
搭
載
さ
れ
、
逆
転
が

な
く
安
全
。

〈
カ
ン
キ
ッ
ト
１
０
１
の
特

長
〉

○
新
ブ
レ
ー
キ
機
構
が
搭
載

さ
れ
た
。

○
約
１
５
０
ｇ
の
小
型
・
軽

量
化
で
作
業
効
率
が
向

上
。

○
ボ
デ
ィ
変
更
で
、
操
作
が

よ
り
し
や
す
く
な
っ
た
。

○
ハ
ウ
ス
奥
行
50
ｍ
、
開
口

幅
１
ｍ
ま
で
使
用
可
能
。

　

農
林
省
と
農
林
水
産
・
食

品
産
業
技
術
振
興
協
会
は
11

月
14
日
、
平
成
24
年
度
（
第

13
回
）
民
間
部
門
農
林
水
産

研
究
開
発
功
績
者
表
彰
を
行

い
農
林
水
産
大
臣
賞
に
日
本

ワ
イ
ド
ク
ロ
ス
の
廣
橋
敏
次

氏
ら
が
輝
い
た
。

　

日
本
ワ
イ
ド
ク
ロ
ス
の
功

績
は
、
減
農
薬
栽
培
の
普
及

に
貢
献
し
た
農
業
用
被
覆
資

材
の
開
発
で
、
通
気
性
・
透

光
性
と
耐
久
性
に
優
れ
る
素

材
を
使
用
し
た
「
サ
ン
サ
ン

ネ
ッ
ト
」
や
、
高
い
耐
久
性

と
遮
光
性
で
優
れ
た
防
草
効

果
を
発
揮
す
る
「
ア
グ
リ
シ

ー
ト
」
の
開
発
。

　

サ
カ
タ
の
タ
ネ
は
、
国
内

で
は
民
間
初
と
な
る
「
単

為
結
果
性
」
の
大
玉
ト
マ
ト

「
パ
ル
ト
」
の
開
発
に
成
功

し
、
生
産
者
向
け
に
６
月
か

ら
種
子
販
売
を
開
始
し
た
。

単
為
結
果
と
は
、
受
粉
・
受

精
が
行
わ
れ
な
く
て
も
果
実

が
な
る
性
質
の
こ
と
で
、
ホ

ル
モ
ン
処
理
や
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
を
使
っ
た
交
配
作
業
が
不

要
な
た
め
通
常
の
ト
マ
ト
栽

培
に
比
べ
労
力
や
コ
ス
ト
を

大
幅
に
軽
減
で
き
る
と
し
て

い
る
。

　
「
パ
ル
ト
」
は
、
果
重
２

０
０
ｇ
程
度
の
丸
玉
で
、
果

肉
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
奇
形
果
や
空
洞
果

の
発
生
が
少
な
く
秀
品
率
が

高
く
、
作
型
は
、
夏
秋
・
早

熟
栽
培
が
最
適
と
い
う
。

【
施
設
栽
培
】

・
冬
期
間
を
迎
え
、
施
設
栽

培
で
は
夜
間
に
施
設
内
の

加
温
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
施
設
内

の
気
温
が
外
気
温
よ
り
高

く
な
り
病
害
虫
が
発
生
し

や
す
い
環
境
に
な
り
ま

す
。

・
ウ
イ
ル
ス
病
を
媒
介
す
る

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
類
等
の
侵
入
又
は
野

外
へ
の
飛
び
出
し
を
防
止

す
る
た
め
、
施
設
の
開
口

部
に
防
虫
ネ
ッ
ト
等
を
設

置
す
る
な
ど
の
対
策
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雑
草
は
こ
れ
ら
の

害
虫
の
発
生
源
と
な
り
ま

す
の
で
、
施
設
内
及
び
周

辺
の
定
期
的
な
除
草
に
努

め
て
下
さ
い
。

・
栽
培
終
了
後
は
、
作
物
ざ

ん
さ
で
の
生
存
虫
を
死
滅

さ
せ
て
か
ら
搬
出
し
、
土

中
に
埋
め
る
等
確
実
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

【
発
生
が
「
多
い
」・「
や
や

多
い
」
と
予
想
さ
れ
る
病
害

虫
及
び
地
域
】

・
野
菜
共
通
：
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類　
「
多
い
」＝
東
海
、
関

東
、「
や
や
多
い
」＝
近
畿
、

　

Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド
リ
ー
ム
は
、
農

業
ハ
ウ
ス
の
外
張
り
フ
ィ
ル

ム
に
使
用
す
る
耐
久
性
に
優

れ
た
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
系
フ

ィ
ル
ム
（
農
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル
ム
）

の
「
ダ
イ
ヤ
ス
タ
ー
」
シ
リ

ー
ズ
に
お
い
て
、
全
光
線
透

過
率
を
従
来
品
と
同
等
に
保

ち
な
が
ら
、
ハ
ウ
ス
内
に
入

射
す
る
光
を
適
度
に
散
乱
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
な
新
グ
レ

ー
ド
「
美
サ
ン
ラ
ン
ダ
イ
ヤ

ス
タ
ー
」
の
本
格
販
売
を
１

１
月
末
か
ら
開
始
し
た
。
ハ

ウ
ス
全
体
に
光
を
行
き
渡
ら

す
こ
と
で
、
農
作
物
の
生
育

促
進
が
期
待
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
高
温
期
で
の
葉
や
果

実
の
焼
け
を
抑
え
、
品
質
の

向
上
に
も
貢
献
す
る
と
し
て

い
る
。

　
「
美
サ
ン
ラ
ン
ダ
イ
ヤ
ス

タ
ー
」
は
、
耐
久
性
や
無
滴

性
、
透
明
性
に
優
れ
る
「
ダ

イ
ヤ
ス
タ
ー
」
の
多
層
フ
ィ

ル
ム
の
中
間
層
に
無
機
材
料

を
配
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入
射
光
の
ハ
ウ
ス
外
へ
の
反

射
を
抑
制
で
き
る
微
散
乱
光

フ
ィ
ル
ム
。

　

ハ
ウ
ス
外
に
散
乱
す
る
光

を
極
力
抑
え
る
こ
と
で
、
ハ

ウ
ス
内
に
入
射
す
る
光
量
を

従
来
品
と
ほ
ぼ
同
等
の
全
光

線
透
過
率
90
％
（
Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド

リ
ー
ム
測
定
値
）
に
保
ち
、

か
つ
適
度
に
光
を
散
乱
さ
せ

ハ
ウ
ス
全
体
に
行
き
渡
ら
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
葉
と
葉
の

間
や
ハ
ウ
ス
骨
材
の
影
が
で

に
く
く
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
農
作
物
の
光

合
成
を
促
進
す
る
こ
と
に
繋

が
り
、
ハ
ウ
ス
全
体
の
収
量

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　

Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド
リ
ー
ム
（
荻
原

勝
年
社
長
）
は
、
社
名
を
来

年
１
月
１
日
付
け
で
「
三
菱

樹
脂
ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
㈱
」

に
変
更
す
る
。

　

社
名
変
更
の
背
景
と
目

的
に
つ
い
て
「
農
業
資
材
に

お
け
る
ユ
ー
ザ
ー
の
三
菱
ブ

ラ
ン
ド
へ
の
信
頼
が
厚
く
、

そ
の
復
活
を
望
む
声
が
多

く
あ
り
、
基
盤
事
業
の
農
業

フ
ィ
ル
ム
事
業
に
お
け
る
国

内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
地
位
を

磐
石
な
も
の
と
し
、
ま
た
新

規
事
業
の
太
陽
光
利
用
型

植
物
工
場
、
生
分
解
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
、
薬
用
植
物
な
ど

の
早
期
事
業
化
の
推
進
、
さ

ら
に
は
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し

た
海
外
へ
の
事
業
展
開
の
加

速
の
た
め
に
も
、
国
内
外
で

高
い
信
用
と
信
頼
の
あ
る

「
三
菱
」
の
名
前
を
社
名
に

冠
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
説

明
し
、「
三
菱
樹
脂
ア
グ
リ

ド
リ
ー
ム
㈱
と
し
て
三
菱
ブ

ラ
ン
ド
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を

図
り
、
更
な
る
事
業
の
飛
躍

を
遂
げ
る
べ
く
取
り
組
む
」

と
話
し
て
い
る
。

　

電
動
カ
ン
キ
ッ
ト
は
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
電
動
式
巻
き
上

げ
換
気
装
置
で
、
サ
イ
ド
や

谷
部
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
巻

き
上
げ
に
使
用
す
る
。
主
に

設
定
し
た
温
度
で
自
動
駆
動

す
る
が
、
簡
単
な
設
定
変
更

で
、
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
自
動

開
閉
や
、
リ
モ
コ
ン
や
ス
イ

ッ
チ
操
作
に
よ
る
手
動
開
閉

も
可
能
。
お
好
み
の
操
作
方

法
で
ハ
ウ
ス
の
換
気
を
楽
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

〈
電
動
カ
ン
キ
ッ
ト
の
特
長
〉

○
サ
イ
ド
用
、
タ
ニ
用
の
パ

ー
ツ
セ
ッ
ト
を
駆
動
機
に

取
り
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
を
巻
き
上
げ
る
。

○
ハ
ウ
ス
の
奥
行
き
は
１
０

０
ｍ
、
開
口
幅
は
１
ｍ
以

内
で
使
用
で
き
る
。

○
制
御
盤
は
2
系
統
の
温
度

を
設
定
で
き
る
。

○
制
御
盤
１
台
で
駆
動
機
を

２
台
ま
で
制
御
す
る
。

　

※ 

ト
ラ
ン
ス
盤
を
増
設
す

る
こ
と
で
、
駆
動
機
を

最
大
26
台
ま
で
増
や
す

九
州

オ
オ
タ
バ
コ
ガ　
「
や
や

多
い
」＝
南
関
東
、
東
海

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類　
「
多
い
」

＝
東
海
、「
や
や
多
い
」＝

南
関
東
、
南
九
州

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ  

「
や
や
多
い
」＝
南
関
東

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ　
「
や

や
多
い
」
＝
南
東
北
、
南

関
東
、
東
海

・
キ
ャ
ベ
ツ
：
菌
核
病　
「
や

や
多
い
」＝
東
海
、
近
畿

黒
腐
病　
「
や
や
多
い
」＝

南
関
東

・
ば
れ
い
し
ょ
：
ア
ブ
ラ
ム

シ
類　
「
多
い
」＝
北
九
州

・
だ
い
こ
ん
：
ア
ブ
ラ
ム
シ

類　
「
や
や
多
い
」＝
南
関

東黒
斑
細
菌
病　
「
や
や
多

い
」
＝
南
関
東
、
東
海
、

四
国

・
ね
ぎ
：
黒
斑
病　
「
多
い
」

＝
東
海

さ
び
病　
「
や
や
多
い
」＝

東
海

・
レ
タ
ス
：
菌
核
病　
「
や

や
多
い
」＝
東
海

・
い
ち
ご
：
ア
ブ
ラ
ム
シ
類   

「
多
い
」＝
関
東

ハ
ダ
ニ
類　
「
多
い
」＝
北

関
東
、「
や
や
多
い
」＝
南

東
北
、
甲
信
、
東
海
、
中

国う
ど
ん
こ
病　
「
や
や
多

い
」＝
東
海
、
南
九
州

炭
そ
病　
「
や
や
多
い
」

＝
北
関
東
、
東
海

・
き
ゅ
う
り
：
う
ど
ん
こ
病   

「
多
い
」
＝
関
東
、「
や
や

多
い
」＝
甲
信

べ
と
病　
「
多
い
」＝
南
関

東
、「
や
や
多
い
」＝
東
海
、

近
畿
、
四
国
、
北
九
州

・
ト
マ
ト
：
す
す
か
び
病　

「
多
い
」＝
東
海

葉
か
び
病　
「
多
い
」＝
東

海

来
年
１
月
に
Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド
リ
ー
ム
が

﹁
三
菱
樹
脂
ア
グ
リ
ド
リ
ー
ム
﹂に
社
名
変
更

農
業
ハ
ウ
ス
用
外
張
り
フ
ィ
ル
ム

﹁
美
サ
ン
ラ
ン
ダ
イ
ヤ
ス
タ
ー
﹂
を
発
売

　

〜
ハ
ウ
ス
内
に
入
る
光
を
適
度
に
散
乱
さ
せ
、

収
量
や
品
質
の
向
上
に
貢
献
〜

Ｍ
Ｋ
Ｖ
ド
リ
ー
ム
㈱

業
界
ニ
ュ
ー
ス

１１月８日


